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荀
子
三
十
二
篇
は
周
の
戰
國
時
代
最
後
の
大
儒
で
あ
つ
た
荀
況
の
著
作
で
あ
る
。
最
終
の
堯
問
篇
の
末
尾
に

あ
る
短
文
は
荀
子
自
身
の
筆
で
は
な
い
が
、
其
の
他
は
荀
子
の
書
い
た
も
の
を
門
人
等
が
少
し
整
理
し
た
に
過

ぎ
な
い
と
思
ふ
。

　
荀
子
の
事
を
漢
の
人
或
は
孫
卿
と
い
つ
た
の
で
、
色
色
説
を
爲
す
人
も
有
る
が
、
荀
と
孫
と
は
音
の
轉
訛
に

過
ぎ
な
い
と
思
ふ
。
卿
は
荀
子
晩
年
に
人
よ
り
尊
ば
れ
て
呼
ば
れ
た
呼
び
名
で
あ
る
、
故
に
正
し
く
は
荀
卿
と

い
ふ
の
を
、
後
人
は
孫
卿
と
い
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
荀
子
が
世
人
か
ら
卿
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
、
其
の
學
徳
の
高
き
に
よ
つ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
ら
う
が
、
又
年

齒
も
餘
ほ
ど
高
か
つ
た
爲
め
だ
と
思
ふ
。
鹽
鐵
論
毀
學
篇
に
據
れ
ば
秦
始
皇
帝
が
天
下
を
統
一
せ
る
後
ま
で
生

き
て
居
た
や
う
で
あ
り
、
史
記
本
傳
の
文
よ
り
考
へ
る
と
齊
の
襄
王
孟
子
に
見
ゆ
る
齊
の
宣
王
死
し
、
子
湣
王

嗣
ぐ
、
襄
王
は
湣
王
の
子
で
あ
る
、
孟
子
に
單
に
王
と
稱
し
て
諡
の
書
い
て
な
い
の
は
湣
王
の
事
で
あ
る
の
時

に
本
國
趙
よ
り
齊
に
來
遊
し
、
や
が
て
諸
學
者
中
最
も
先
輩
と
し
て
尊
ば
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
の
で
、
結

局
荀
子
は
秦
始
皇
帝
が
皇
帝
と
な
り
て
後
間
も
な
く
百
歳
位
の
高
齡
で
死
ん
だ
と
考
へ
て
よ
い
と
思
ふ
、
即
ち

周
の
戰
國
時
代
最
後
の
老
儒
と
い
ふ
所
以
で
あ
る
。

　
荀
子
の
師
傳
は
詳
か
で
な
い
。
齊
で
は
重
ん
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
學
者
と
し
て
の
事
で
政
治
上
に
關
係
は

し
な
か
つ
た
と
見
え
る
。
齊
以
外
の
國
を
も
游
歴
し
た
樣
で
あ
る
が
、
孔
子
も
孟
子
も
共
に
行
か
な
か
つ
た
秦

の
國
に
入
つ
て
、
然
か
も
儒
者
の
爲
め
に
大
に
氣
を
吐
い
て
居
る
。
後
年
門
人
の
李
斯
が
始
皇
帝
に
仕
へ
て
宰
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相
に
な
り
、
又
も
う
一
人
の
門
人
韓
非
も
始
皇
未
だ
天
下
を
統
一
せ
ぬ
前
懇
望
さ
れ
て
秦
に
入
つ
た
事
と
何
等

か
の
因
縁
が
有
る
樣
に
見
え
る
。
但
前
記
二
人
の
門
人
は
二
人
な
が
ら
法
治
主
義
者
に
宗
旨
變
を
し
て
荀
子
の

如
く
儒
者
で
は
な
く
な
つ
た
こ
と
も
亦
一
の
因
縁
が
そ
こ
に
有
る
か
。
荀
子
後
年
楚
に
往
き
、
有
名
な
る
楚
の

相
春
申
君
黄
歇
に
用
ゐ
ら
れ
て
蘭
陵
と
い
ふ
地
の
令
即
ち
長
官
と
な
つ
た
、
春
申
君
失
脚
せ
る
時
荀
子
も
職
を

失
つ
た
が
、
久
し
く
居
つ
て
居
心
地
が
よ
か
つ
た
と
見
え
そ
の
儘
蘭
陵
に
家
し
た
。
多
分
此
處
で
死
ん
だ
と
思

ふ
。
蘭
陵
の
人
尊
ん
で
荀
卿
と
い
ひ
て
、
名
字
を
云
は
な
か
つ
た
と
い
ふ
。

　
荀
子
の
學
が
漢
初
の
經
學
と
深
い
關
係
を
有
つ
て
居
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
事
實
で
あ
る
。
漢
初
に
於
て
今

日
謂
ふ
と
こ
ろ
の
儀
禮
を
專
門
と
爲
せ
る
學
派
の
中
大
戴
と
小
戴
と
の
二
派
が
用
ゐ
て
儀
禮
の
説
明
の
資
料
と

せ
る
禮
記
の
中
に
は
荀
子
に
取
り
し
も
の
が
少
く
な
か
つ
た
、
禮
記
は
戰
國
時
代
よ
り
傳
は
り
し
も
の
が
主
で
、

漢
初
に
作
つ
た
も
の
も
極
め
て
少
し
は
有
つ
た
、
右
二
派
の
用
ゐ
た
禮
記
は
一
部
分
は
共
通
で
其
の
他
は
各
派

特
別
の
も
の
を
用
ゐ
た
、
何
れ
の
部
分
に
も
荀
子
に
取
つ
た
も
の
が
有
る
。
小
戴
派
で
用
ゐ
た
禮
記
が
今
五
經

の
中
に
在
る
禮
記
で
あ
る
。
然
れ
ば
荀
子
の
學
は
今
の
禮
記
を
通
し
て
永
く
後
代
に
影
響
し
た
譯
で
あ
る
。
荀

子
は
孔
子
の
博
文
約
禮
の
主
義
に
遵
つ
て
最
も
禮
を
重
ん
じ
、
禮
の
研
究
に
於
て
は
造
詣
甚
だ
深
か
つ
た
、
そ

の
學
説
が
後
代
の
禮
學
の
上
に
影
響
せ
る
は
當
然
と
思
ふ
。
但
荀
子
の
多
く
の
門
人
中
何
人
が
特
に
禮
に
深
く

あ
つ
た
か
、
今
は
判
ら
ぬ
。
前
記
大
小
二
戴
は
何
れ
も
孟
卿
の
門
人
で
あ
り
、
孟
卿
は
蕭
奮
の
門
人
で
、
確
に

荀
子
の
系
統
の
人
で
は
あ
る
。
經
書
に
列
す
る
詩
は
今
存
す
る
も
の
は
漢
初
古
文
の
學
で
あ
つ
た
毛
傳
の
經
で

あ
る
、
漢
初
に
は
此
の
外
に
今
文
の
詩
經
が
有
り
、
そ
の
學
派
に
は
齊
、
魯
及
び
韓
の
三
派
が
有
つ
た
、
此
等
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今
文
三
派
の
中
魯
韓
二
派
及
び
古
文
毛
傳
皆
荀
卿
の
説
に
本
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
又
春
秋
に
は
今
文
に
公
羊
、

穀
梁
二
派
、
古
文
に
左
氏
の
派
が
有
つ
た
が
、
穀
梁
、
左
氏
皆
荀
卿
を
經
て
漢
に
傳
は
つ
た
も
の
で
あ
る
。
但

荀
子
自
身
の
説
が
何
程
加
は
つ
て
居
る
か
は
判
ら
ぬ
、
或
は
殆
ど
加
は
つ
て
居
ら
ず
、
唯
〻
忠
實
に
傳
達
し
た

る
の
み
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
此
樣
に
色
色
と
關
係
の
深
淺
厚
薄
は
有
る
が
、
禮
、
詩
、
春
秋
の
學
が
漢
初

に
復
興
し
得
た
こ
と
に
對
し
て
荀
卿
は
他
の
學
者
の
及
ば
ざ
る
關
係
を
有
し
て
居
る
、
此
の
傳
授
に
與
つ
た
荀

子
の
師
及
び
荀
子
の
弟
子
の
名
も
幾
分
は
判
つ
て
居
る
。

　
荀
子
の
門
人
中
最
も
異
彩
を
放
て
る
者
は
前
文
に
擧
げ
た
韓
非
と
李
斯
と
で
あ
る
。
二
人
同
時
に
荀
子
に
從

遊
し
た
ら
し
い
。
而
し
て
他
日
韓
非
は
本
國
韓
に
歸
り
、
李
斯
は
秦
に
客
遊
し
逐
客
の
令
下
り
て
逐
は
れ
ん
と

し
、
上
書
し
て
秦
王
の
心
を
動
か
し
遂
に
用
ゐ
ら
れ
、
後
秦
王
天
下
を
統
一
す
る
や
丞
相
と
な
つ
た
。
荀
子
の

學
説
と
二
人
の
主
義
と
の
關
係
等
は
今
之
を
略
し
、
少
し
く
二
人
の
主
義
に
就
い
て
述
べ
ん
。
李
斯
の
著
述
は

な
い
が
、
そ
の
始
皇
帝
に
上
り
て
實
行
せ
る
も
の
は
史
記
に
見
え
て
居
る
、
そ
れ
が
韓
非
の
意
見
と
殆
ど
全
く

同
じ
で
あ
る
、
而
し
て
そ
れ
は
又
以
前
秦
に
用
ゐ
ら
れ
た
商
鞅
の
意
見
と
一
致
し
て
居
る
も
の
が
あ
る
、
そ
の

意
見
は
簡
單
に
言
へ
ば
法
治
主
義
、
法
令
至
上
主
義
、
君
主
至
上
主
義
、
愚
民
而
治
主
義
等
で
、
荀
子
が
代
表

せ
る
儒
教
の
徳
治
主
義
、
道
徳
至
上
主
義
、
民
爲
重
主
義
、
啓
民
而
治
主
義
等
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
韓

李
二
人
は
一
時
荀
子
に
は
學
ん
だ
が
、
當
時
の
形
勢
を
察
し
て
儒
教
を
背
い
て
法
家
の
流
に
足
を
投
じ
た
の
で

あ
つ
た
。
李
斯
の
詩
書
を
焚
く
と
い
ふ
意
見
も
韓
非
や
商
鞅
が
已
に
唱
へ
た
こ
と
で
、
始
皇
帝
が
之
を
採
用
し

た
の
は
自
己
の
存
在
を
根
柢
か
ら
危
く
す
る
天
命
説
を
破
棄
し
去
り
、
以
て
力
に
據
つ
て
立
て
る
絶
對
專
制
主
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義
を
保
護
せ
ん
が
爲
め
で
あ
つ
た
。
韓
李
二
人
を
先
王
の
罪
人
の
樣
に
見
て
、
そ
の
師
な
る
の
故
を
以
て
荀
子

を
攻
撃
す
る
人
も
有
る
が
、
そ
れ
は
酷
論
で
あ
る
。

　
荀
子
の
書
古
來
久
し
く
註
無
し
、
唐
の
楊
倞
始
め
て
之
に
註
す
、
即
ち
今
傳
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
邦
人
の
も

の
で
は
久
保
愛
の
荀
子
増
註
を
推
す
べ
し
。
更
に
近
く
支
那
人
の
著
し
た
も
の
で
は
王
先
謙
の
荀
子
集
解
が
善

い
。

　
荀
子
は
性
惡
説
で
名
高
い
が
、
孟
子
の
所
謂
性
と
荀
子
の
所
謂
性
と
は
其
の
對
象
が
違
ふ
こ
と
を
知
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。
一
體
支
那
に
は
古
來
性
と
い
ふ
文
字
の
意
味
が
一
樣
で
は
な
い
、
天
地
之
性
な
ど
と
い
つ
て
天
地
之

生
即
ち
天
地
の
生
ず
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
い
ふ
意
味
に
用
ゐ
る
外
、
天
地
の
生
じ
た
る
も
の
殊
に
人
に
就
い
て

そ
の
動
物
的
本
能
を
性
と
い
ふ
か
と
思
ふ
と
、
又
そ
の
道
徳
的
本
能
を
も
性
と
い
つ
て
あ
る
。
故
に
書
經
に
節

性
と
い
ふ
語
が
有
る
と
、
詩
經
に
彌
性
と
い
ふ
語
が
有
る
。
孟
子
は
性
善
を
主
張
し
た
が
、
明
に
動
物
的
本
能

の
性
た
る
こ
と
を
認
め
而
し
て
君
子
は
之
を
性
と
い
は
ず
と
い
つ
て
居
る
、
他
の
語
で
云
ふ
と
、
倫
理
な
り
教

育
な
り
政
治
な
り
、
凡
そ
人
の
道
即
ち
君
子
の
道
を
論
ず
る
に
は
動
物
的
本
能
を
措
い
て
道
徳
的
本
能
を
性
と

し
て
立
論
す
る
こ
と
を
言
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
荀
子
は
之
に
反
し
て
動
物
的
本
能
を
性
と
し
て
論
を
立
て
た
、

故
に
性
惡
論
と
な
つ
た
。
人
の
性
は
惡
な
る
が
故
に
禮
を
以
て
之
を
矯
め
て
善
に
出
で
し
む
る
こ
と
が
必﹅
要﹅
で

あ
る
。
此
の
點
は
よ
く
説
明
し
得
る
が
、
如
何
に
し
て
自
己
に
反
し
自
己
を
矯
め
ん
と
す
る
禮
に
遵
ふ
こ
と
が

出﹅
來﹅
る﹅
か
と
い
ふ
問
に
對
し
、
荀
子
は
大
に
答
に
窮
し
た
、
色
色
と
試
み
た
が
到
頭
最
後
に
兜
を
脱
い
で
人
に

道
徳
的
本
能
有
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
り
、
性
惡
論
の
根
柢
は
動
い
て
し
ま
つ
た
。
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荀
子
の
書
が
勸
學
篇
に
始
ま
り
堯
問
篇
に
終
は
る
の
は
、
丁
度
今
存
す
る
論
語
が
學
而
篇
に
始
ま
つ
て
堯
曰

篇
に
終
は
つ
て
居
る
の
と
、
形
式
が
よ
く
似
て
居
る
。

　
我
邦
で
荀
子
の
流
を
汲
ん
だ
人
は
物
徂
徠
で
あ
ら
う
。
荀
子
が
禮
は
先
王
之
を
製
し
て
人
の
性
を
矯
む
と
爲

し
た
如
く
、
物
子
は
道
を
聖
人
の
製
作
せ
る
も
の
と
爲
し
た
。
物
子
の
論
を
推
し
窮
む
れ
ば
道
徳
他
律
説
に
な

る
、
物
子
の
門
流
に
名
教
の
上
か
ら
非
難
さ
る
る
人
の
多
か
つ
た
の
は
此
の
思
想
與
つ
て
罪
が
有
る
、
儒
者
の

名
を
冒
し
て
墨
者
の
行
に
も
及
ば
ぬ
は
歎
ず
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
服
部
宇
之
吉
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